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論文内容の要旨
光核反応は原子核物理学の中の比較的新しい分野の一つで、ありいまだに暗中模索の部分が多い。反応機
構についても種々の説明が行なわれているが，大別すると統計理論的な考え方と哉模型的な考え方とがあ
る σ 光核反応の中でも光陽子反応の陽子の角度分布は種々の様相を示すので反応機構に関する知識を得る
のに好都合であるう著者は殻模型的な考え方，特に最近 Sawicki 等によって提唱された two-stage process 
の仮定の実験的な証拠を得るため，燐原子核に最大エネルギー 21Mev のX線を作用させ放出される光陽
子の角度分布を測定した。
標的核として燐を選んだ理由はその核構造が間設の外にS 陽子が一個だけ附いたものであり， もしも穀
模型にもとづく過程が起っているとすればその特徴が最も顕著に現われることが期待できるからである。
事実，陽子の最外殻に 1 個だけ p 陽子を持つCu， Li において最近 two-stage process による以外に説明ので
きない角度分布が報告されているうしかし S陽子に対するこの理論の検証は未だ行なわれておらず，本論
文の実験によって初めて試みられた。
測定に!察しては強い T 線パックグラウンドを避けるために新しい有力な方法を採用した今
得られた結果はX線方向と略直角な方向に最大を持つ角度分布を示したの
燐の附近の数種の原子核からの光陽子角度分布が他の著者達によって報告されているが，このうち，本
論文の実験と略等しい条件のものを撰んで比較すると葱構造の差異と角度分布の差異との滑に明らかな対
応がみられた。
燐の光陽子角度分布の得られた値に対し，直接過程の理論に基づく a+b sinヨ@なる形を当挟めて N(@)
∞1 + (0.73士0.16) sin2@ を得たがこれは必ずしもよく当てはまっているとはいえず，むしろ傾向としては
two-stage process によって予測される形と一致するつ
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論文の審査結果の要旨
提出された論文は光核反応機構を説明すべく最近提唱された理論の実験的な検証に関するものである。
光核反応は原子核物理学の中でも比較的新しい分野であり，最近に至って漸く実験事実の集積が行なわ
れつつあるが，これを説明すべき理論において未だ解決されてはいない問題が多い。特に光陽子反応は反
応断面積が予想以上に大きいことや放出陽子の角度分布がしばしば異常性を示すこと等の点で幾多の問題
を残している。これを解決すべく最近、two stage processクの仮定に基づ、く理論が提唱された口この仮定の
特徴が最も純粋に表われることが期待されるのは原子核の殻構造において閉強の外に一個の陽子が結合さ
れているような原子核であるが，本論文の著者は閉毅の外に S状態の陽子が一個結合されている燐原子核
を選び，それにベータトロンより発生せられる高エネノレギーの制動幅射X線を照射し，光陽子反応によっ
て放出される陽子の角度分布を測定して結果を前記理論によって予測される角度分布の形と比較し定性的
に一致することを確めている D この種の実験に伴なう多くの要因のため，定量的な検証には至らなかった
が，この理論に関して積極的な意図をもって検証が行なわれたのは本論文が最初であることは意義が深いゥ
著者はまた，白身の測定した結果を燐の附近の原子核， 12Mg24, 12Mg25 , 13Arn, 14Si 28 および 16S12 につ
いて同様な条件の下に測定された角度分布と比較して最外殻にd 状態の陽子を持つ12Mg24， 12Mg25, 13Ap7. 
および 14Si28 からの光陽子の放出が何れも一様分布を示すのに対し，最外殻にS状態の陽子Aを持つ 15P31 ，
16S32 からの光陽子の放出が何れも入射X線とほぼ直角な方向に最大値を示すという事実を見出している口
これもまた，光陽子の角度分布が殻構造に依存する事例の A環を示すものと考えられるの
この実験では著者は陽子の検出にシンチレーションカウンターをを用いているが，ベータトロンのよう
にパルス化したX線を用いてこの種の実験を行なう際には必ず強い T 線パックゲラウンドを伴なう口著者
は独特の実験技術を開発してこれを避けるのに成功している。即ち一つは ZnS(Ag) 蛍光体が荷電重粒子
および T 線によって発する蛍光がそれぞれ異った減哀を示すということを利用したものであり，今一つは
X線パルスの持続時聞を長くすることによって単位時間内に入射する光子の数を減少せしめ， r 線の‘pile
up" 効果によるパックグラウンドを避ける万法である⑦
以上の結果は光核反応におけるtwo stage process の理論を実験によって検証することにより光核反応の
機構解明に一つの方向を与えたことにおいて物理学に貢献するところ大であり，よって本論文は理学博士
の学位論文として価値あるものと認める。
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